 　　　　　　　　　　
　　　　　　鴨島地区
27吉野川市　川島地区
　　　　　　　　　　　

　吉野川市鴨島地区には桜の江川・鴨島公園、秋の菊人形展、川島城など吟行を楽しむスポットがある。
江川・鴨島公園はJR徳島線徳島駅から約三十五分、鴨島駅から徒歩五分の場所に位置する水際公園である。毎年三月下旬から四月上旬には桜祭りが開催され、二百本以上のソメイヨシノ、樹齢百二十年の古木もあり、夜には雪洞が灯り夜桜も楽しむことができる。また昔話の流れる「カッパの通り」、「ほたる通り」、「昔話通り」があり、カッパやたぬきの石像が設置されている。
江川湧水源はJR徳島線鴨島駅から二分、西麻植駅から徒歩約十分。この湧水は全国名水百選に選ばれており、夏は十度程度、冬は二十度と夏冷たく冬暖かい。
壇の大クスは鴨島駅から徒歩約三十五分に位置する巨木で県の天然記念物に指定されている。樹齢は推定九百五十年とされ、地上一メートルで樹周が十・三メートル、樹高三十五メートル、樹冠東西二十五・八メートル、南北五十三メートルとの説明板がある。また地上二メートルの所より北へ巨大な支幹を伸ばしている。
菊人形・菊花展は大正十四年（一九二五）に始まった四国唯一の菊人形展で、途中中断を挟みながら昭和五十二年（一九七七）に復活し、その後平成八年（一九九六）から吉野川市役所のイベント広場で開催されている。開催期間は十月下旬から十一月下旬頃まで。毎年
NH Kの大河ドラマをテーマにした菊人形が披露され、登場人物や場面を楽しむことができる。また同時に四国菊花品評会が開かれている。イベント広場へは鴨島駅から徒歩約十五分。
川島公園は旧川島城跡に整備された城山公園で、JR阿波川島駅から徒歩約十分。川島城は戦国時代土地の豪族川島氏が築造したと伝えられ、阿波の九城の一つ、昭和五十六年（一九八一）二の丸跡に復元された川島城は耐震強度不足で閉館となっている。また遊歩道、展望台、万葉植物園などが整備され、春には桜の名所でもある。万葉植物園は「万葉集」に詠まれた百五十種の植物のうち百三十種が城山周辺に集められており、歌を読みながら遊歩道を散策することができる。この遊歩道は約一・五キロメートル、所用時間は六十分程度。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（新井義典）
																										
